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団地再編のイメージ
　“ 生活空間 ” の創造に向けた基本戦略「物づくり・街づくり・生活づくり」1992 年に「集合住宅計画の現在」と題して、戦後

のわが国の集合住宅計画の経緯を踏まえた上で、専門家としての問題意識を、「基本的には経済合理主義や市場原理に委ねられて

きたこれまでのハウジングシステムでは、真の意味での革新的計画やデザインを実現することは不可能であり、デザインの頑張

りだけではもはや限界だと観念すべき地点に来ているのである」と、投げかけました。19 年を経過した現在、団地再生が広まる

一方で、当時の問題意識はより深刻化し、いまだに解決の糸口が見えていないと言わざるを得ません。

　われわれはその解決の糸口として、＜大地性の復権＞を理念に掲げ、地域に根付いた質の高い “ 生活空間 ” の創造に向けての

作法を実践してきました。その作法とは、物づくり・街づくり・生活づくりの三つの視点から課題を探り、総合的な解決が可能

となる “ 生活空間 ” を発見することです。1970 年代に入り、地方の公営住宅において、茨城県をトップバッターにいくつかの県

で取り組んできました。茨城県営六番池団地（1976 年）は、その一例です。高層ではなく低層集合を考え、接地性の高い住居

や戸建感覚で住まえる住居で敷地を囲みながら、共同空間（中庭）の質を高める提案によって、地域の課題に応えました。30 年

以上を経過した現地を訪れると、子どもたちの声が聞こえ、新しい居住者によって育て続けられている “ 生活空間 ” を見ること

ができます。

　しかし、大半の、特に民間集合住宅の実態は、はなから＜地域性＞といったテーマには無縁の存在だと思わせるものでしかな

く、商業主義に支配された商品企画によって、差別化のためのデザインで味付けされた集合住宅が大量に供給されています。また、

バブル経済崩壊の過程で、それまで商品価値を高めるべく多様なデザインを模索してきた民間セクターの試みも一挙に封印され、

コストがすべての画一的なマンションづくりに突き進むことになります。地域との結び付きを欠いたマンションが乱立し、周辺

住民との建築紛争も絶えず、街はだんだんと悪くなってきています。団地再生に向けて、まさに集合住宅の問題は多岐にわたり

深刻化しているのです。

　“ 事業 ” の実現に向けた総合戦略「計画論・空間論・事業論」

　これからの地域まちづくりにとっての大きな課題は、郊外集合住宅団地をはじめ、既成市街地、中心市街地などのまち再生と

考えています。しかし、その試みの多くは、計画論や空間論の視点から再生像は描けても、事業論の視点から現実的手法が見出

せずに総合的まち再生としての実質的成果をなかなか出せない状況にあります。総合的まち再生の一例として、山口県宇部市の

中心市街地再生事業が参考になります。

　また、宇部市の総合的まち再生は、中心市街地へ人口を集約するのと並行して、郊外市営住宅建替事業によって郊外人口を減

らしながら、郊外環境の特性を活かした新たな居住地環境づくりにも取り組んでいます。団地ごとに事業は完結するのですが、

事業の効果を都市的な単位で考える必要があるのです。都市マスタープランや住宅マスタープランは縦割りであるのですが、総

合的な視点に基づく、例えるなら “ 都市住宅再生マスタープラン ” のような＜都市戦略＞をイメージします。
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団地再編に関する知見

2011 年 1月以降の業績（発表論文・著書など）

　今、団地再生に問われていること／人と人、人と自然の関係の見直し

　計画論・空間論・事業論の三つの立場から団地再生を議論するのにどういうことを考える必要があるのか。以下に仮説を列記
します。
① 画論：＜生活者ニーズ＞を重視することです。
　・二地域居住のような、これからの＜都市生活像＞をしっかりと見定める必要があります。
　・＜都市戦略＞から団地再生のあり方を考えなければなりません。
② 間論：＜共同性＞を再検証することです。
　・＜閉じ過ぎる＞集住空間形式を改める必要があります。
　・高層は一部地域の特殊解であっても、＜中低層・中密＞の空間形式を基本として探らなければなりません。
　・安易な＜都市的コミュニティ否定論＞を乗り越えます。
　・相互扶助の都市的人間関係を再構築することが、集住空間の特性となります。
③ 業論：＜ソーシャルセクター＞を再構築することです。
　・市場主義社会がもたらした結果を考えます。
　・民間セクターへの過剰な期待を改める必要があります。
　・＜公社・公団＞ではない新しい地域型ソーシャルセクターの構築が団地再生に欠かせません。
　ここでは、計画論について説明を加えます。当初の団地は、いわゆる郊外団地であり、徐々に周辺が住宅化・市街化されてき
ました。団地再生を考えるのに、市街化の現状を踏まえると、団地の枠組みから解放された発想が問われます。宇部市の郊外市
営住宅再生は、戸建と集合の混合した街区再生手法でしたが、地域の特徴に応じて、住商混合街区への再生もあれば、農住混合
街区への再生も考えられます。＜都市戦略＞から見た団地再生のプログラムと空間像を考えて、多様な生活者 0 ニーズに対応し
なければなりません。
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